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■ 研究業績等
研究の概要

研究の詳細

【著書】
・  著書  『『京都の中世史第６巻　戦国乱
世 の 都 』』 吉 川 弘 文 館 （ 共
著）:2021/08

・  著書  『『京都橘大学史料研究報告集第
９集　１６世紀京鞠会の基礎的研
究』』 京都橘大学文学部歴史学科 （単
著）:2020/10

・  著書  『『愛知県史通史編３　中世２・
織豊』／「織田家の凋落と信雄・家康」、
「戦国・織豊期の村落と農業・漁業」、
「尾張・三河とキリスト教」、「戦国・
織豊期の文芸」、「武家の生活文化」』 
愛知県 （共著）:2018/03

【論文】
・  学術論文  「戦国時代の中央文人と富
士一見」 富士山学 雄山閣 (2 号 ):20-
26 （単著）:2022/03

・  学術論文  「戦国織豊期飛鳥井家の破
子鞠の会について」 藝能史研究 藝能
史 研 究 会 (234 号 ):1-16 （ 単
著）:2021/07

・  学術論文  「戦国期東海地方の文芸と
武家領主―北伊勢・尾張・三河の事
例を中心に―」 研究論集　歴史と文
化 ( ６号 ):51-70 （単著）:2020/07

乱世のなかの文芸

和歌　連歌　蹴鞠　学問　武士キーワード

□研究・技術のプロセス □研究事例 ■研究成果 □使用用途・応用例 □今後の展開

　日本の16世紀と17世紀初頭は、長い長い争乱の時代であり、一般的には、武士を主役に据えて、この時代が語られることが多いよ
うに思います。また、そのような状況から、彼らについて語る場合は、戦闘に関わる行動がクローズアップされることが多いように思い
ます。しかし、そうした語り方は、16
世紀および17世紀初頭の歴史像につい
て、誤ったイメージをうみ出す恐れがあ
るのではないでしょうか。
　文と武に注目して、この時代の武士の
活動を見ていくと、彼らのなかでも支配
者の側に属するいわゆる領主階層は、そ
の多くが武芸の稽古や戦闘のほか、文事
（文芸活動）にも力を入れた人々であっ
た可能性があると考えます（和歌や連歌
のような古典を基盤とする文芸を嗜んだ
事例は、実に目立つからです）。とする
なら、そうした彼らの文芸活動の実態を
復元せねばなりません。また戦国の争乱
が最も激化する16世紀半ばと、日本列
島の争乱が終息へ向かう16世紀末以降
で、文芸活動のあり方にどのような違い
があるのかを追う必要があるでしょう。
こうした取り組みは、誤った歴史像の生
産や流布の防止に役立つはずです。

　戦国時代の尾張国（愛知県西部）の歴史を見る上で、織田信秀は重要な人物です。信秀と言えば、有名な信長の父で、
信長台頭の基盤を築いた人物として知られていますが、彼が文事に力を入れたことは、あまり知られてないように
思います。具体的に言えば、信秀が和歌を嗜み、蹴鞠を愛好したことや、この時代に流行した連歌の愛好者である
可能性が高いことを知るのは、日
本史や国文学の研究者に、ほぼ限
られるのではないでしょうか。
　私は以前、信秀・信長父子と和
歌・蹴鞠・連歌との関わりを検討
し、尾張の武士たちによる和歌と
蹴鞠の受容が、同国内の諸勢力と
東海地方の今川氏との関係に規定
されていたことを明らかにしまし
た（詳しくは、拙稿「戦国期の織
田弾正忠家と和歌・蹴鞠・連歌」
『織豊期研究』19号を参照）。こ
れは政治過程の展開と、京都の公
家文化受容の過程が結びつくこと
を示す事例ですが、こうした事例
は他にもあり、今は、戦国・織豊
期の政治過程と文芸史の展開過程
との関連に注目しているところで
す。

ご連絡窓口 京都橘大学リエゾンオフィス（学術振興課）　TEL：075-574-4186　E-mail：aca-ext@tachibana-u.ac.jp

産学官連携先に向けた

アピールポイント

対応可能なもの ■講演　□研修 □研究相談（学術指導）　■学術調査　□コメンテーター □共同研究・受託研究

・  争乱の時代においても、「古今和歌集」「源氏物語」「伊勢物語」のような古典
の習得を前提とする文芸が愛好された事実や、その歴史的背景を明らかにす
ることは、なぜ、古典が残されたのか？という問いに答えるための素材を提
供することになる。
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